
＜取組概要＞
小菊の栽培において、需要期に合わせた計画出荷を行うために開花調整が可能な電照栽培への切り替えと品種の見直
しを行い、全自動菊選別ロボット結束機を活用することで集出荷に要していた作業時間を大幅に削減する。
少ない人数でも作付規模の拡大を可能にするとともに、単価の高い最需要期に計画的に出荷することで労働生産性の
向上を図る。

「全自動菊選別ロボット結束機」＋「電照栽培の導入と品種の見直し」
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＜申請者＞
合同会社 アグリフラワー福島＿福島県福島市

＜対象品目＞
小菊

＜計画の実施期間＞
５年間

収穫機による一斉収穫で人手不足を解消

選花ロボットの導入で出荷に係る作業時間を大幅に削減

需要期に合わせて開花調整が可能となる電照栽培

＜生産方式革新事業活動のイメージ 等＞

「写真提供：秋田県」

「写真提供：農研機構」


